
民間活力を活用した放課後児童健全育成事業

の実施検討



はじめに

本市の放課後児童健全育成事業は、公設公営及び公設民営の

留守家庭児童育成室（放課後児童クラブ）（以下、「育成室」

という。）として実施してきましたが、 近年の育成室の入室児

童数の増加や、保護者が求めるニーズの多様化 に対応するため、

民設民営の育成室を活用し、官民連携による魅力ある放課後児

童健全育成事業を展開することを検討します。
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公設公営
育成室

今回の検討内容
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吹田市

現 行

直営

公設民営
育成室 委託

今回検討

民設民営
育成室

補助 放課後児童健全育成事業

届出･申請

※付加価値として、英語教室や
プログラミング教室などを実
施できますが、その部分は補
助対象外です。



吹田市の放課後児童健全育成事業の状況
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育成室の概要
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項目 留守家庭児童育成室の内容

実施場所

市内の全36小学校内（一部隣地）

直営育成室：20育成室

委託育成室：16育成室

対象児童 １～４年生・配慮を要する５、６年生

開室日
開室時間

・月曜～金曜：放課後～午後５時（延長保育あり）

・延長保育は、直営育成室は午後６時30分まで、委託育成室は午後７時まで。

・小学校の休業日（代休日、長期休業等）：午前８時30分～午後５時（延長保育あり）

一部の運営委託育成室は、長期休業中は午前８時から開室

・第４土曜日：午前８時30分～午後５時（延長保育なし）

休室日
・土曜日（第４土曜日を除く）、日曜、祝日、国民の休日

・令和6年12月29日～令和7年1月3日、3月31日（令和６年度最終日）

利用料
（月額）

・保育料：4,000円

・延長保育料：1,500円

・おやつ代：基本2,000円

保育料と延長保育料は、２人目以降半額

おやつ代は、半額なし。



育成室の設置概要
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基本的に小学校敷地内に設置

千三育成室の一部：隣接する施設内に設置

千里丘北育成室：隣接する敷地内に設置

全小学校（36校）に設置

公設公営：２０育成室

公設民営：１６育成室



１ 入室児童数の増加

吹田市の主な課題
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２ 直営育成室の放課後児童支援員の確保

３ 小学校内の設置場所の確保

４ 開室時間の延長（開始・終了時間、土曜開室）

６ 夏休み等の昼食提供

５ 入室対象拡大（ ５・６年生）
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実 績 推 計
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１ 校舎内の普通教室の余裕教室

育成室のスペースの確保
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２ 校舎内の特別教室のタイムシェア（図書室等）

３ 小学校敷地内にプレハブ等を増築

※ 千里丘北育成室、千三育成室では敷地に隣接する土地に
プレハブ等を設置



２ 将来的に小学校の児童数の減少は、大変緩やか

小学校の状況の傾向
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１ これまでの児童増による普通教室の増加で、
小学校は飽和状態

３ 通級教室や校内教育支援教室の設置など、更
なるスペースの需要増

４ プレハブの設置を繰り返し、敷地内に空きス
ペースがない

※ 小学校に隣接する空地がない



保護者ニーズの多様化への対応
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体制の構築が困難（放課後児童支援員不足）なため、

対応が困難な状況

・終了時間の延長

・夏休み等の開室時間の前倒し

・土曜保育の拡大

・入室対象拡大（ ５・６年生）

・夏休み等での昼食提供



民間活力の活用

解決策の検討
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国が交付する子ども・子育て支援交付金等を活用し、

民設民営の育成室による放課後児童健全育成事業を推進

し、増加する入室希望児童や、多様化する保護者のニー

ズに対応したいと考えています。



国の子ども・子育て交付金等
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国の主な交付金の概要
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区 分 内 容

人件費･運営費･維持管理費 最大 約６５０万円／年・１クラス
※放課後児童支援員（常勤）２名以上の場合

建物の賃借料 最大 約３３０万円／年

施設の改修・設備整備費 最大 １，２００万円／施設
※幼稚園、認定こども園の改修 最大５００万円／施設

児童の送迎費 約５３万円～

障がい児受入れ人件費 約２００万円 ～



サウンディング型市場調査
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サウンディングのポイント
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１ 民設民営育成室として、本市での参入意欲

２ 民設民営育成室として、本市で参入の課題

３ 本市に求める支援内容

４ 放課後児童健全育成事業の魅力向上策

５ その他



ポイント① 参入意欲
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お聞きしたいポイント

② 参入を検討する場合のエリア

① 参入可能性

③ 市希望エリアへの参入対応可能性



ポイント② 参入への課題
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お聞きしたいポイント

② 吹田市への参入検討時に想定する課題（ソフト）

① 吹田市への参入検討時に想定する課題（ハード）

③ 吹田市への参入検討時に想定する課題（その他）



ポイント③ 市に求める支援内容

22

お聞きしたいポイント

② 補助金・交付金以外でのハードでの希望

① 国の子ども・子育て支援交付金等を超えた支援の希望

③ 補助金・交付金以外でのソフトでの希望



ポイント④ 放課後児童健全育成事業の魅力向上策
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お聞きしたいポイント

② 参入する場合の付加価値（昼食提供）

① 参入する場合の付加価値（開室時間・曜日）

④ 参入する場合の付加価値（習い事の提供）

⑤ その他魅力向上策

③ 参入する場合の付加価値（対象学年）

※補助対象外



ポイント⑤ その他
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お聞きしたいポイント

② その他

① 基本保育料の料金設定（統一設定・自由設定）



おわりに

ご清聴ありがとうございました

より良い「放課後児童健全育成事業」の推進の

ため、ご提案をお待ちしております。
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